2010年度海外臨床実習報告書 by 渋谷 純輝
実習期間：２０１０年５月３日～５月２８日 ４週間
実 習 先：UiTM（マラ工科大学，マレーシア）
○はじめに
このレポートを手に取って読んでいただいている方々は，海外研修に行きたい方，あるいは海外研修に少
なからず興味を持っている方だと思います。もし仮に，偶然手元の冊子を開いたらこのレポートが目に飛び
込んできた方であってもかまいません。私がこのレポートを通して皆さんに伝えたいことはただ一つです。
学生の立場で自分の興味ある分野を実習できる最後のチャンスに，刺激的かつ得るものが大きい海外研修に
躊躇わずトライすべきである，ということだけです。
○マレーシア（UiTM）での海外研修を選んだ理由と薦める理由
もともと海外旅行が好きであることと，刺激的な環境に身を置きたいという希望から，海外で選択実習を
しようという気持ちは前々から持っていました。
数ある海外実習先の中でも，マレーシアを選んだ理由は主に３つあります。
一つ。過去２年間に渡って先輩方が研修をしていた実績があったことです。これは非常に大きな強みでし
た。研修前例のない海外研修先で研修をするためには，想像以上の労力が必要です。ただでさえ忙しい BST
期間に情報収集，研修受け入れ交渉，必要書類提出などを自力でこなさないといけません。これらを不慣れ
な英語で行うことは，私にとってストレスフルでした。その点，UiTM は受け入れの前例があるので事前準
備は非常にスムースに話が進みました。海外研修一番の難関である事前準備をスキップできるのは，何より
も大きな強みです。
二つ。公用語ではないものの，英語が広く使われている言語であったことです。マレーシアの公用語はマ
レー語ですが，歴史上イギリス統治が長く教育をうけた人々は英語を上手に扱います。「英語が公用語では
ない」という点が私にとっては重要でした。もともと英語力に自信がない私は，英語公用語圏の病院に研修
に行くことに大きな不安がありました。（今考えれば，必ずしもそうではないだろうと思いますが）英語圏
に研修に来るからには英語は上手に話せて当然，と思われるだろうと考えたからです。その点，マレーシア
では第二言語としての英語に多少なりとも理解があるだろう，と安心感を抱いていました。もちろん，その
安心感の根拠などなかったのですが，英語への不安からくる海外研修への不安を乗り越えるためには，自分
なりの理屈が必要でした。実際マレーシアでは，私の拙い英語力でも充実した実習を送れるように，先生・
学生たちが最大限の努力を払ってくれたことは言うまでもありません。
三つ。他国の生活・医療に触れ刺激を受けることは，自分自身の見識を広め，将来に必ず活きてくると考
えたからです。特にマレーシアは，日本から卒後留学に行く機会が少ない国だと思います。一ヵ月間実習を
すると，その土地の人々・文化・歴史，そして医療に触れることができます。これは国内の実習では経験で
きないことです。
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Discipline From to
Cardiology 3rd May, 2010 11th May, 2010
Pediatric Selayang Hosp 12th May, 2010 14th May, 2010
Pediatric Sg. Buloh Hosp 17th May, 2010 20th May, 2010
Primary care 21st May, 2010 30th May, 2010
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○実習までの準備
海外研修の準備はとにかく早く始めましょう。目安としては５年生夏頃までに動き出すのが良いと思いま
す。私は悠長にかまえていたので最後の最後で焦ることになりました。
具体的に私が行った準備は以下の通りです。
５年７月頃：山城先生に選択制実習で海外研修を希望していることを伝え相談に乗っていただきました。
５年１１月頃：山城先生を通じてこれまで UiTM の窓口であった Samy 先生に CV（英語の履歴書）を提出し
ました。しかし，その返信 email で Samy 先生がすでに UiTM から他の大学に移っていることがわかりま
した。その後 Samy 先生が UiTM の先生に引き継ぎの連絡をしてくださったので，UiTM の先生からの連
絡を待つことになりました。
５年３月頃：どうやら引き継ぎがうまく行かなかったようで，この間全く連絡が来ませんでした。私からも
催促の email を３，４通送りましたが反応がありませんでした。この時実習開始予定まであと１ヵ月と少し
という時期まで来ていたのでさすがに焦りだし，大学 HP から海外実習生受け入れ窓口を探し直接 email で
コンタクトをとりました。その email でこれまでの経緯と実習開始まで時間がない旨を伝えると，彼らは迅
速に対応してくださり，医学部の海外留学生向けコーディネーターを紹介してくれました。
６年４月頃：海外留学生向けコーディネーターと連絡のやり取りを始めたのは出発まで１ヵ月を切った時期
でしたが，彼が実習のタイムスケジュールや実習中の宿舎の手配などを短期間で調整してくださりました。
一方私も実習の目処が立った頃に航空券，医学部長の推薦状の用意や荷造りをはじめ，実習開始の一週間前
に全ての話がまとまりました。
○実習について
原則マレーシアの学生のチームに加わって実習に参加していました。マレーシアでは３年～５年生（医学
部は５年制）が実習を行っていて，私は４年生と一緒に実習しました。
診療科によって違いはありましたが，基本的には午
前に病院実習，午後に授業，毎日８時～１７時が実習時
間でした。また，午後の授業 形 式 に は lecture /
seminar の二種類があり，Lecture は先生が授業する
形式（日本と同じ），Seminar は学生が授業，先生が
それを補足する形式でした。
▼Cardiology
午前 病院：回診，身体診察
午後 セミナー
実際に病棟では学生の通訳を通して患者さんから問
診を行い，身体診察をとらせていただくことができま
した。朝回診では，ECG の読み，所見の取り方等を
教えていただき，また日本ではなかなか目にかかるこ
とのできないデング熱患者や毒蛇に咬まれた患者を見
ることができました。
▼Pediatrics
午前 病院：ラウンド，身体診察
午後 レクチャー：神経所見，CP，FS
小児の common な疾患の入院患者を数多く見るこ
とができました。（肺炎，上気道感染症，喘息，デン
グ熱，熱性けいれん，脳性麻痺など）
Lecture では神経所見の取り方を Bed side で１時
間半近くかけて教えていただき，非常に勉強になりま
した。
seminar の一幕
Cardiology 実習チーム
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▼PCM
午前午後：クリニック実習
ホスピス見学：ホスピスの役割と意義を workshop 形式で discussion，在宅緩和ケアに同行
クリニック実習には Consultation Section/department Section がありました。
Consultation Section では，学生が医師の立場で初診の患者を外来診察します。問診，身体診察，鑑別診
断，プランニング，処方までを学生自身が行い，その様子を脇で見学している Lecturer が適宜アドバイス
をいれながら進んでいきます。一人の患者に１時間～１時間半かけていました。鑑別診断を思い浮かべなが
ら問診・身体診察を行い，必要な検査・治療薬を自らオーダー，さらにそれらを患者に納得してもらうよう
に説明を行う，これらを通して学ぶことは多く，こういう実践的な学習機会を持っているマレーシアの学生
達を羨ましく思いました。
department Section：medical officer，pharmacologist，procedure room の部署に分かれて実習を行いま
す。診療に関わっている様々な部署で実習を行うことで，診療の全体像を掴むことができました。
▼実習全体を通して感じたこと
マレーシアの医学生は即興で患者のプレゼンを行う形式のテストがあります。そのため，学生たちは必死
に問診・身体診察を毎日行い，入院患者全体の容態を把握しています。学生たちは自由に患者に接触するこ
と，自由に疾患について話すことが認められています。また，採血，腰椎穿刺などいくつかの手技は実習中
の学生でも行うことが可能です。実習中の学生にどこまで医療行為を認めるのかということは，法制度や患
者側の同意など様々な事情が絡んでくるのですぐに変革するのが難しい部分だと思いますが，日本における
病院実習では学生が直接関与できる部分がまだまだ少ないと感じました。
○費用（４週間）
旅費：約８万円
寮費：約１万５，０００円
生活費：約６万円
（土産代など含んで）総額：約２０万円弱
○持ち物
・ノートパソコン（必須）
・電子辞書
・日本からのお土産
・教科書（重いですが year note 一冊持っていくのがベストだと思います。英語の教科書は現地で借りられ
ます。）
○実習を終えて
念願だった海外実習を実現し，実習終了を迎えた時には充実した気持ちでした。
また，今回の実習では様々なことを学び，様々なことに気付くことができました。
まず，英語の能力が上がりました。はじめは聞き取れなかった人の話が聞けるようになり，伝えられな
かったことが伝えられるようになりました。日本語を話さない人達ともっとコミュニケーションを取りたい
という気持ちが強くなり，これからも英語の勉強を続けていこうというモチベーションになっています。
また，問診・身体診察から得られるものの大きさに気付くことができました。日本では大学病院で実習を
行うため複雑な病歴を持った患者が多く，検査に頼りがちな診療を目にすることが多いと思います。しか
し，マレーシアでは無料同然の診療を行う government hospital で実習を行うため，お金のかからない問
診・身体診察がとても大事にされています。マレーシアの学生の病院実習はとにかく問診・身体診察の繰り
返しです。それほどまでに問診・身体診察が大事にされています。たしかに，お金をかけた検査では疾患を
より可視化することができますが，安易に検査を行う前にお金をかけずともわかることがたくさんのことが
あることを意識しようと思いました。
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外から見ると，中からは見えないものが見えてくることもあります。海外には日本メーカー，日本製品，
日本文化好きな人が溢れています。日本で生活していると，暗いニュースや悪い部分ばかりが目について日
本を誇りに思いづらいですが，海外から見た日本はとても魅力的でスマートな国です。１ヵ月の海外生活を
通して，自分の生まれ育った国の魅力を再確認することができました。長いようでいて短い１ヵ月でした
が，今回海外での選択実習に挑戦して本当に良かった，と心から思っています。
最後になりましたが，今回海外実習の機会を与えてくださった山城教授，Prof. Nasimul，UiTM の学生達
に感謝しております。ありがとうございました。
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